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必要修得
単位

科目 単位数 授業科目
単位
数

開設
年次

高一
種免

教育原論Ａ 2 1年 ◎

教職概論Ａ 2 1年 ◎

教育法規Ａ 2 2年 ◎

教育場面の心理学Ａ 1 2年 ◎

特別支援教育Ａ 1 2年 ◎

教育課程論（カリキュラム・マネ
ジメントを含む。）Ａ

2 1年 ◎

総合的な学習の時間指導法Ａ 1 3年 ◎

特別活動Ａ 1 2年 ◎

教育方法学（情報機器及び教材を
含む。）

2 2年 〇

教育メディア論（情報機器及び教
材を含む。）

2 2年 〇

生徒指導概論Ａ 2 2年 ◎

事前・事後指導 1 4年 ◎

教育実習（高） 2 4年 ◎

2 教職実践演習（中・高） 2 4年 ◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教員の免許状取得のために必要な修得単位数　　23単位

（備　考）
１　◎については，必修科目であることを示す。
２　○については，選択必修科目であることを示し，１科目２単位以上を修得しなければならない。
３　高一種（工業）の免許状取得をめざす場合，「教育の基礎的理解に関する科目等」の全部又は一部の単位
　は，「教科に関する専門的事項に関する科目」について修得することができる。

教諭の教育の基礎的理解に関する科目等(工学部向け）

 教育実
 践に関
 する科
 目

・教育実習 3

・教職実践演習

・教育相談（カウンセリングに関する基礎
的な知識を含む。）の理論及び方法

教育相談・進路指導Ａ 2 3年 ◎
・進路指導及びキャリア教育の理論及び方
法

・幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学
習の過程

 道徳、
 総合的
 な学習
 の時間
 等の指
 導法及
 び生徒
 指導、
 教育相
 談等に
 関する
 科目

8

・総合的な学習の時間の指導法

・特別活動の指導法

・教育の方法及び技術（情報機器及び教材
の活用を含む。）

・生徒指導の理論及び方法

施行規則に定める科目区分等
左記に該当する本学が
開設する専門科目

各科目に含めることが必要な事項

 教育の
 基礎的
 理解に
 関する
 科目

・教育の理念並びに教育に関する歴史及び
思想

10

・教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校運営への対応を含む。）

・教育に関する社会的、制度的又は経営的
事項（学校と地域との連携及び学校安全へ
の対応を含む。）

・特別の支援を必要とする幼児、児童及び
生徒に対する理解

・教育課程の意義及び編成の方法（カリ
キュラム・マネジメントを含む。）



必修 選択

線形代数及び演習 2

常微分方程式及び演習 2

応用解析Ⅰ 2

応用解析Ⅱ 2

確率統計 2

生体・ロボット工業数理 2

機械航空工業数理 2

工業熱力学Ⅰ 2

工業熱力学Ⅱ 2

流体工学Ⅰ 2

流体工学Ⅱ 2

機械工学演習Ａ 2

材料力学Ⅰ 2

材料力学Ⅱ 2

機械力学Ⅰ 2

機械力学Ⅱ 2

機械工学演習Ｂ 2

基礎制御工学 2

機械工学演習Ｃ 2

機械材料基礎 2

機械工作学 2

機械設計論 2

生体・ロボット工学演習 2

機械航空工学演習 2

ものづくり創成実習Ⅰ 1

ものづくり創成実習Ⅱ 1

機械工学実験 1

基礎電気工学 2

プログラミング基礎 2

生体・ロボット工学概論 2

機械航空工学概論 2

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

  工業の関係科目 ※必修科目を含み，
「教科及び教科の指導
法に関する科目」から
59単位修得

「高等学校教諭一種免許状（工業）」を取得するために必要な教科及び教科の指導法に関する科目

【工学部機械工学科】

施行規則に定める科目区分等
工学部又は教育学部が
開設する専門科目

科目区分
各科目に含めること
が必要な事項

授業科目

単位数
履修
方法



航空原動機 2

ロボット機構学 2

内燃機関工学 2

材料と強度 2

生体材料力学 2

機械加工学 2

計測工学 2

システム制御工学 2

応用プログラミング 2

メカトロニクス基礎 2

工学概論 2

職業指導 2

工業科教育法Ⅰ 2 全学共通科目

工業科教育法Ⅱ 2 全学共通科目

各教科の指導法（情報
機器及び教材の活用を
含む。）

教員の免許状取得のために必要な修得単位数 ５９単位

（備　考）
１　高一種（工業）の免許状取得をめざす場合，「各教科の指導法に関する科目」の全部又は一部の単位
　は，「教科に関する専門的事項に関する科目」について修得することができる。

職業指導



必修 選択

建設情報基礎工学 2

構造力学Ⅰ 2

構造力学Ⅱ 2

構造力学演習Ⅰ 1

構造力学演習Ⅱ 1

土質力学Ⅰ 2

土質力学Ⅱ 2

土質力学演習Ⅰ 1

土質力学演習Ⅱ 1

水理学Ⅰ 2

水理学Ⅱ 2

水理学演習Ⅰ 1

水理学演習Ⅱ 1

測量学 2

測量実習及び演習 2

建設基礎実験Ⅰ 1

建設基礎実験Ⅱ 1

環境保全工学 2

土木計画学 2

土木計画学及びデータサイエン
ス技術に関する演習

2

ものづくり創成実習Ⅰ 2

ものづくり創成実習Ⅱ 2

土木構造物設計演習 2

環境保全工学演習 1

国際建設技術演習Ⅰ 1

国際建設技術演習Ⅱ 1

エンジニアリングコミュニケー
ションⅠ

1

エンジニアリングコミュニケー
ションⅡ

1

空間情報学 2

建設材料学 2

衛生工学Ⅰ 2

【工学部社会建設工学科】

「高等学校教諭一種免許状（工業）」を取得するために必要な教科及び教科の指導法に関する科目

施行規則に定める科目区分等
工学部又は教育学部が
開設する専門科目

科目区分
各科目に含めること
が必要な事項

授業科目

単位数
履修
方法

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

　 工業の関係科目 ※必修科目を含み，
「教科及び教科の指導
法に関する科目」から
59単位修得



複合構造工学Ⅰ 2

鋼構造工学Ⅰ 2

河川工学 2

土木振動学 2

都市交通工学 2

建設情報処理演習 2

衛生工学Ⅱ 2

複合構造工学Ⅱ 2

鋼構造工学Ⅱ 2

マトリックス構造解析学 2

土木施工法 2

海岸工学 2

防災工学 2

建設環境工学 2

建設マネジメント工学 2

線形代数及び演習 2

常微分方程式及び演習 2

応用解析Ⅰ 2

確率統計 2

工学概論 2

職業指導 2

工業科教育法Ⅰ 2 全学共通科目

工業科教育法Ⅱ 2 全学共通科目

教員の免許状取得のために必要な修得単位数 ５９単位

（備　考）
１　高一種（工業）の免許状取得をめざす場合，「各教科の指導法に関する科目」の全部又は一部の単位
　は，「教科に関する専門的事項に関する科目」について修得することができる。

職業指導

各教科の指導法（情報
機器及び教材の活用を
含む。）



必修 選択

物理化学Ⅰ 2

物理化学Ⅱ 2

分析化学 2

無機化学Ⅰ 2

無機化学Ⅱ 2

量子化学 2

有機化学Ⅰ 2

有機化学Ⅱ 2

高分子化学Ⅰ 2

化学工学Ⅰ 2

化学工学Ⅱ 2

反応速度論 2

生物化学Ⅰ 2

生物化学Ⅱ 2

応用化学演習Ⅱ 2

応用化学演習Ⅲ 2

応用化学演習Ⅳ 2

応用化学演習Ⅴ 2

応用化学実験Ⅱ 2

応用化学実験Ⅲ 2

応用化学実験Ⅳ 2

機器分析Ⅱ 2

電気化学 2

配位化学 2

有機反応化学 2

有機合成化学 2

高分子化学Ⅱ 2

化学プロセス設計 2

微生物学 2

生物化学工学 2

遺伝子工学 2

【工学部応用化学科】

「高等学校教諭一種免許状（工業）」を取得するために必要な教科及び教科の指導法に関する科目

施行規則に定める科目区分等
工学部又は教育学部が
開設する専門科目

科目区分
各科目に含めること
が必要な事項

授業科目

単位数
履修
方法

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

　 工業の関係科目 ※必修科目を含み，
「教科及び教科の指導
法に関する科目」から
59単位修得



無機物質化学 2

機器分析Ⅰ 2

線形代数及び演習 2

応用解析Ⅰ 2

常微分方程式及び演習 2

確率統計 2

工学概論 2

職業指導 2

工業科教育法Ⅰ 2 全学共通科目

工業科教育法Ⅱ 2 全学共通科目

教員の免許状取得のために必要な修得単位数 ５９単位

（備　考）
１　高一種（工業）の免許状取得をめざす場合，「各教科の指導法に関する科目」の全部又は一部の単位
　は，「教科に関する専門的事項に関する科目」について修得することができる。

職業指導

各教科の指導法（情報
機器及び教材の活用を
含む。）



必修 選択

電気電子工学基礎 2

電気回路Ⅰ 2

電気回路Ⅱ 4

電気回路Ⅲ 2

電磁気学Ⅰ 2

電磁気学Ⅱ 4

電磁気学Ⅲ 2

基礎電子回路 2

アナログ回路 2

デジタル回路 2

ものづくり創成実習Ⅰ 1

ものづくり創成実習Ⅱ 1

電気電子工学応用実験Ⅰ 2

電気電子工学応用実験Ⅱ 2

電子物性学 2

半導体工学Ⅰ 2

情報通信工学Ⅰ 2

電磁波工学Ⅰ 2

計測工学 2

制御工学Ⅰ 2

電気エネルギー工学 2

電気機器学 2

線形代数及び演習 2

応用解析Ⅰ 2

応用解析Ⅱ 2

常微分方程式及び演習 2

量子力学Ⅰ 2

応用物理学 2

情報処理及び演習 2

数値解析 2

確率統計 2

【工学部電気電子工学科】

「高等学校教諭一種免許状（工業）」を取得するために必要な教科及び教科の指導法に関する科目

施行規則に定める科目区分等
工学部又は教育学部が
開設する専門科目

科目区分
各科目に含めること
が必要な事項

授業科目

単位数
履修
方法

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

　 工業の関係科目 ※必修科目を含み，
「教科及び教科の指導
法に関する科目」から
59単位修得



統計力学 2

量子力学Ⅱ 2

プログラミング 2

工学概論 2

職業指導 2

工業科教育法Ⅰ 2 全学共通科目

工業科教育法Ⅱ 2 全学共通科目

教員の免許状取得のために必要な修得単位数 ５９単位

（備　考）
１　高一種（工業）の免許状取得をめざす場合，「各教科の指導法に関する科目」の全部又は一部の単位
　は，「教科に関する専門的事項に関する科目」について修得することができる。

職業指導

各教科の指導法（情報
機器及び教材の活用を
含む。）



必修 選択

情報技術概論 2

情報倫理 2

プログラミングⅠ 2

プログラミング演習Ⅰ(実習を含む。) 2

プログラミングⅡ 2

プログラミング演習Ⅱ(実習を含む。) 2

プログラミングⅢ 2

プログラミング演習Ⅲ(実習を含む。) 2

電子計算機 2

オペレーティングシステム 2

情報工学実験及び演習Ⅰ(実習を含む。) 2

システム開発Ⅰ 2

システム開発Ⅱ 2

データベース 2

情報工学実験及び演習Ⅱ(実習を含む。) 2

情報ネットワーク 2

情報通信工学 2

画像処理(実習を含む。） 2

コンピュータグラフィックス(実習を含
む。）

2

マルチメディア工学基礎 2

情報と職業 2

情報科教育法Ⅰ 2

情報科教育法Ⅱ 2

情報科教育法ⅡＡ 2

授業科目
単位数

履修
方法

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

【工学部知能情報工学科】

「高等学校教諭一種免許状（情報）」を取得するために必要な教科及び教科の指導法に関する科目

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

施行規則に定める科目区分等
工学部又は教育学部が
開設する専門科目

科目区分
各科目に含めるこ
とが必要な事項

教員の免許状取得のために必要な修得単位数 ４４単位

情報社会・情報倫
理

コンピュータ・情
報処理

（実習を含む。）

情報システム
（実習を含む。）

情報通信ネット
ワーク

（実習を含む。）

マルチメデイア表
現・技術

（実習を含む。）

情報と職業

各教科の指導法（情報
機器及び教材の活用を
含む。）

全学共通科目

これら２科目から

２単位選択必修



必修 選択

化学物質リスク論 2

環境分析化学 2

環境物理化学Ⅰ 2

有機化学 2

環境生物学 2

環境適合型プロセス 2

情報化学 2

環境概論 2

移動現象論 2

単位操作Ⅰ 2

環境浄化技術Ⅰ 2

環境プロセス論及び演習 2

地球環境論 2

ものづくり創成実験 2

循環環境工学実験Ⅰ 2

循環環境工学実験Ⅱ 2

環境情報学Ⅱ及び演習 2

環境倫理・法規 2

機器分析 2

無機化学 2

環境物理化学Ⅱ 2

環境材料化学 2

環境高分子化学 2

環境微生物学 2

生物物理化学 2

環境低負荷物質論 2

界面物理化学 2

遺伝子工学 2

単位操作Ⅱ 2

反応工学 2

環境浄化技術Ⅱ 2

【工学部循環環境工学科】

「高等学校教諭一種免許状（工業）」を取得するために必要な教科及び教科の指導法に関する科目

施行規則に定める科目区分等
工学部又は教育学部が
開設する専門科目

科目区分
各科目に含めること
が必要な事項

授業科目

単位数
履修
方法

教

科

及

び

教

科

の

指

導

法

に

関

す

る

科

目

教

科

に

関

す

る

専

門

的

事

項

　 工業の関係科目 ※必修科目を含み，
「教科及び教科の指導
法に関する科目」から
60単位修得



廃棄物処理工学 2

資源・エネルギー論 2

循環型社会システム論 2

環境管理論 2

資源環境分離工学 2

応用解析Ⅰ 2

常微分方程式及び演習 2

線形代数及び演習 2

環境情報学Ⅰ及び演習 2

確率統計 2

工学概論 2

職業指導 2

工業科教育法Ⅰ 2 全学共通科目

工業科教育法Ⅱ 2 全学共通科目

教員の免許状取得のために必要な修得単位数 ６０単位

（備　考）
１　高一種（工業）の免許状取得をめざす場合，「各教科の指導法に関する科目」の全部又は一部の単位
　は，「教科に関する専門的事項に関する科目」について修得することができる。

職業指導

各教科の指導法（情報
機器及び教材の活用を
含む。）
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